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まち＊むらの 話題

笠
置
町

和
束
町

南
山
城
村

和
束
保
育
園 

プ
ー
ル
開
き

　

7
月
1
日
（
金
）
、
プ
ー

ル
開
き
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
朝
か
ら
プ
ー

ル
バ
ッ
ク
を
も
っ
て
元
気
に

登
園
す
る
と
プ
ー
ル
に
入
れ

る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
い

る
様
子
で
し
た
。

　

ク
ラ
ス
ご
と
に
プ
ー
ル
に

入
る
と
「
つ
め
た
い
」
「
き

も
ち
い
い
」
と
言
い
な
が
ら

プ
ー
ル
遊
び
を
楽
し
み
ま
し

た
。

Ｋ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｉ
夏
フ
ェ
ス
タ

　

令
和
4
年
8
月
13
日
（
土
）
、
笠
置
い
こ
い
の
館
前
広
場

お
よ
び
屋
根
付
き
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
等
に
て
「
K

 

A

 
S
 A 

G
I

夏
フ
ェ
ス
タ
」
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時　

�

令
和
4
年
8
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
6
時（
予
定
）〈
雨
天
決
行
〉

　
　
　
　
　

※�

ち
び
っ
こ
花
火
大
会
は
午
後
６
時
半
か
ら
８

時
ま
で

開
催
会
場　

�

笠
置
い
こ
い
の
館
前
広
場
お
よ
び
屋
根
付
き
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
等

イ
ベ
ン
ト
内
容
（
各
イ
ベ
ン
ト
は
参
加
人
数
や
年
齢
の
制
限

が
あ
り
ま
す
。
）

　

①�

夏
の
ほ
っ
こ
り
市
（
野
菜
・
弁
当
・
サ
イ
ダ
ー
・
和
菓

子
・
工
芸
品
等
の
販
売
会
）　

　

②�

ア
イ
ス
ア
ー
ト
（
氷
の
彫
刻
）
の
実
演
と
体
験

　

③�

こ
ど
も
縁
日
（
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
・
石
の
神
経

衰
弱
・
水
鉄
砲
射
的
ゲ
ー
ム
な
ど
）

　

④�

ち
び
っ
こ
花
火
大
会
（
子
ど
も
だ
け
で
楽
し
め
る
花
火

セ
ッ
ト
の
配
布
）　

　

⑤
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会　

　

⑥�

地
元
サ
ー
ク
ル
の
発
表
会
（
コ
ー
ラ
ス
・
フ
ラ
ダ
ン
ス

な
ど
）

　

⑦�

笠
や
ん
ス
テ
ー
ジ
（
写
真
撮
影
会
・
笠
や
ん
グ
ッ
ズ
の

販
売
等
）

　

⑧
地
元
飲
食
店
な
ど
に
よ
る
模
擬
店

　

⑨�

竹
灯
火
に
よ
る
灯
り
の
広
場

　
　

※
午
後
６
時
か
ら
８
時
ま
で

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
状
況
な
ど
に
よ
り
予
告
な

く
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
が
変
更
・
中
止
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

主　

催　

笠
置
ま
ち
づ
く
り
（
株
）

問
合
せ　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
0
8
8

　
　
　
　

（
水
～
土
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後
5
時
）

村
の
暮
ら
し
垣
間
見
え
る

短
編
映
画
の
撮
影
が
あ
り
ま
し
た

　

7
月
8
日
（
金
）
か
ら
の
4
日
間
、
南
山
城
村
を
舞
台
と

し
た
短
編
映
画
の
撮
影
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
映
画
は
、
南

山
城
村
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
麩ふ

屋や

柳り
ゅ
う

緑り
ょ
く

」
を
運
営
す
る

株
式
会
社
セ
イ
ム
ペ
イ
ジ
が
制
作
さ
れ
、
監
督
は
国
内
各
地

の
映
画
祭
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
て
い
る
新
進
気
鋭
の
中

川
駿
さ
ん
が
務
め
ま
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
夫
が
Ｕ
タ
ー
ン

し
て
茶
業
を
継
ぐ
こ
と
を
機
に
、
そ
の
妻
が
自
身
の
キ
ャ
リ

ア
に
つ
い
て
向
き
合
い
考
え
方
を
改
め
て
い
く
と
い
う
も
の
。

現
代
女
性
が
一
度
は
直
面
す
る
物
語
が
南
山
城
村
の
自
然
や

茶
畑
の
美
し
い
景
観
を
背
景
に
展
開
し
ま
す
。
多
様
な
世
代

の
方
に
向
け
た
南
山
城
村
の
魅
⼒
発
信
と
な
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

月ケ瀬口駅前での撮影風景
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和束町史編さんだより

京都府社会教育委員
連絡協議会表彰
　６月24日（金）、南丹市園部文化会館で相楽東
部広域連合社会教育委員の中川隆夫さんが、京都府
社会教育委員連絡協議会表彰を受けられました。中
川さんは、通算10年にわたり相楽東部広域連合の
社会教育委員を務められており、子どもたちの文化
教養の向上に寄与されるなど、社会教育の推進に尽
力されてきました。この度は、誠におめでとうござ
います。

学校における
夏季休業期間中の
業務休止日の設定について
　連合教育委員会では、教職員等の健康を保持・増
進し、心身のリフレッシュを図るとともに、総実働
時間の短縮並びに計画的な休暇の取得を促進するた
め、管内小・中学校における夏季休業期間中の業務
休止日を設定します。ご承知いただくとともに、ご
理解とご協力をお願いします。
業務休止日　�８月10日（水）、11日（木）、�

�　　12日（金）、13日（土）、�
　　14日（日）、15日（月）、�
　　16日（火）

緊急連絡先　相楽東部広域連合教育委員会
　　　　　　　☎0774・78・4335

� 第２回 和束杣山
　前回紹介した大

おお

伴
ともの

家
やか

持
もち

の和歌にも詠まれているように、和束は杣
そま

山
やま

として知られています。「杣
そま

」とは、宮殿や寺院の造営や修理のため
の材木を採る山のことです。
　和束や、笠置・切山から上流の木津川流域には、奈良の興福寺、東
大寺、大安寺など大寺院の「杣」が広がっていました。平安時代、
896年（寛平８年）の史料には、100年以上前から、大河原・有市・
笠置などの人々は、川をさかのぼり、山を拓

ひら

いて、山中に居住してい
ったと書かれています。和束にも、山を拓いて定住する人々が次第に
増えていったのでしょう。　
　和束は、興福寺の杣でした。伐り出した木材は、木屋まで陸路を下
ろし、筏

いかだ

に組んで木津川を下し、木津で陸揚げして、奈良まで運ばれ
ました。
　平安時代末の源平合戦のとき、平家方から、木曽義仲追討のための
兵士を出すよう要求されたことに対して、杣の工

たくみ

たちは、興福寺に、
私たちが兵に出たら、誰がお寺の修理にかかわる仕事をするのですか
と、訴えています。戦争に行くよりも杣仕事のほうが大事だという、
杣人としての誇りが感じられます。
　湯船区には、最近まで、杣の伝統を受け継ぐ、山で立木を伐るサキ
ヤマや、丸太を割って板に挽くコビキと呼ばれる山仕事の職人がおら
れました。　　　������������������
問合せ　相楽東部広域連合教育委員会生涯学習課和束町史編さん室
　　　　　☎ 0774・74・8952
　　　　　HP https://www.union.sourakutoubu.lg.jp（和束町史編さん室）

受賞された社会教育委員の中川さん

湯船のコビキ、故田中米次郎氏の山行き姿
（京都府立山城郷土資料館『山村のくらし』
（一九八八年）から）

教育
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足
底
板
は
イ
ン
ソ
ー
ル
、
足

底
装
具
、
靴
の
中
敷
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
呼
び
方
で
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
通
常
は
靴
の
中
に
敷
い

て
使
用
し
ま
す
が
、
室
内
用
に

靴
下
の
上
に
履
く
タ
イ
プ
も
あ

り
ま
す
。
足
底
板
に
よ
り
得
ら

れ
る
効
果
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
一
般
に
歩
行
時
に
起
こ
る

足
の
痛
み
を
解
消
し
、
快
適
な

歩
行
を
可
能
に
す
る
と
い
う
目

的
で
整
形
外
科
の
医
療
現
場
で

よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
荷
重
移
動

や
歩
容
状
態
を
改
善
す
る
こ
と

に
よ
り
膝
や
腰
の
負
担
を
軽
く

す
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

負
担
の
か
か
っ
て
い
る
足
の
痛

み
（
胼
胝
、
タ
コ
等
）
や
偏
平

足
・
外
反
母
趾
と
い
っ
た
ア
ー

チ
の
障
害
に
も
効
果
が
あ
り
ま

す
。
痛
み
の
解
消
以
外
に
も
、

多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
障
害

の
予
防
と
し
て
使
用
す
る
な
ど
、

足
底
板
は
多
く
の
場
面
で
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
人
間
は
二
足

歩
行
を
す
る
生
き
物
で
す
。
歩

く
と
き
地
面
と
接
し
て
い
る
部

分
は
足
の
裏
、
つ
ま
り
足
底
面

だ
け
と
な
り
ま
す
。
足
底
板
は

地
面
と
足
底
面
と
の
間
に
働
き

か
け
る
こ
と
で
足
の
動
き
を
調

節
し
、
よ
り
効
率
よ
く
足
を
機

能
さ
せ
る
こ
と
で
滑
ら
か
な
歩

行
運
動
を
可
能
に
し
ま
す
。
無

理
の
無
い
歩
行
は
膝
や
股
関
節
、

腰
、
さ
ら
に
は
体
全
体
の
負
担

の
解
消
に
繋
が
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
足
底
板
は
単
純
に
足
の
形

状
に
沿
わ
せ
た
り
、
ク
ッ
シ
ョ

ン
性
を
高
め
た
り
す
る
と
い
っ

た
こ
と
で
は
な
く
、
医
師
と
義

肢
装
具
士
が
一
人
ひ
と
り
異
な

る
足
の
形
や
歩
き
方
な
ど
を
医

学
的
な
立
場
か
ら
分
析
し
、
症

状
に
合
わ
せ
て
そ
れ
ら
を
評
価

す
る
こ
と
で
、
そ
の
人
に
最
も

適
し
た
形
状
や
素
材
を
選
択
し

て
製
作
し
ま
す
。
具
体
的
に
ど

う
い
う
人
に
対
し
て
作
る
と
い

っ
た
明
確
な
区
分
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
足
や
膝
の
痛
み
、
指
の

変
形
な
ど
足
に
対
し
て
お
悩
み

の
方
は
一
度
お
近
く
の
整
形
外

科
に
相
談
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

杉
本
整
形
外
科
医
院
（
精
華
町
）

院
長　
杉
本
茂
之

　 　

　
会
師
医
楽
相

ス
イ
バ
ド
ア
康
健

そ
の
そ
の
8989  

足
底
板
に
つ
い
て

足
底
板
に
つ
い
て

問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）�☎0774・73・9988（直通）

９月の診療科目は次のとおりです。（急に変更になる場合があります。）
月　　日 診療科目 月　　日 診療科目

９月� 4日（日） 小児科 ９月19日（月・祝） 内科・小児科
９月11日（日） 内科・小児科 ９月23日（金・祝） 内科
９月18日（日） 内科 ９月25日（日） 内科・小児科

※８月分については広報れんけい７月号をご覧ください。

相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前８時30分～午後０時30分

診療時間 午前９時～
症状によっては診察できない場合や京都山城総合医療
センターを紹介する場合があります。
受診前には電話でお問合せください。

相楽休日応急診療所は 当日電話予約制です
　相楽休日応急診療所では、新型コロナウイルス感染予防の観点から、発熱患者の時間的分離をするため、当日電話予約
制とし、予約がない場合は受診できません。予約の受け入れ人数には限りがあり、受付できない場合があります。
　来所される前に、必ず電話連絡をしてください。

防
犯
旬
間
に
お
け
る

街
頭
啓
発
の
実
施

　

7
月
13
日
（
水
）

は
Ｊ
Ｒ
笠
置
駅
前
で
、

15
日
（
金
）
は
ロ
ー

ソ
ン
笠
置
切
山
店
に

て
防
犯
活
動
の
街
頭

啓
発
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
両
日
と
も
中

笠
置
町
長
が
参
加
さ

れ
、
コ
ロ
ナ
対
策
を

講
じ
た
う
え
で
、
町

民
や
利
用
者
に
対
し

て
防
犯
へ
の
注
意
喚

起
と
啓
発
物
品
の
配

布
を
お
こ
な
い
効
果

的
な
取
組
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、12
日（
火
）

に
は
、
笠
置
小
学
校

と
笠
置
保
育
所
の
子

ど
も
た
ち
に
も
啓
発

物
品
を
配
布
す
る
な

ど
の
取
組
も
お
こ
な

い
ま
し
た
。
笠
置
町

で
は
、
引
き
続
き
犯

罪
の
な
い
安
心
・
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

保健・福祉

安心・安全

ローソン笠置切山店での街頭啓発活動 JR笠置駅前での街頭啓発活動
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行 政 Adm i n i s t r a t i on

人権擁護委員「退任式および
委嘱状伝達式」（笠置町）
　７月11日（月）、人権擁護委員退任式および委嘱
状伝達式をおこないました。
　令和元年７月から３年間ご活動いただきました有田
香津子さんが退任され、京都地方法務局長および京都
府人権擁護委員連合会長からの挨拶文が手渡され、ま
た城南人権擁護委員協議会から記念品が贈呈されまし
た。在任中は人権擁護委員として、人権相談、人権啓
発活動等広域にわたりご活動いただきました。
　退任にともない後任となる田中正嗣さんに法務大臣
からの委嘱状を、京都地方法務局宇治支局長より伝達
されました。
　笠置町での人権擁護委員は田中正嗣さんを含め二滝
久功さん、浦井紀代美さんの３名の方により、月１回
の人権相談、人権の花事業などさまざまな啓発活動を、
今後もおこなっていただきます。

近畿管区行政評価局地域総
括評価官（京都行政監視行政相
談センター所長）感謝状贈呈
　６月30日（木）、京都行政相談委員全体会議（ホ
テルルビノ京都堀川）にて、近畿管区行政評価局地域
総括評価官（京都行政監視行政相談センター所長）感
謝状の贈呈式がおこなわれ、北川一美委員（笠置町）
と森嶋徹委員（南山城村）に贈られました。感謝状は、
行政相談委員として、国民の行政に対する苦情の解決
に特に尽力された人に贈呈されます。
　この度は誠におめでとうございます。

固定資産評価審査委員に
山村幸裕氏（新任）が
選任されました（南山城村）
　６月定例議会において、７
月１日に任期満了を迎えた森
本伸一氏（田山）の退任のた
め、新しく山村幸裕氏（押
原）が固定資産評価審査委員
として選任同意されました。
任期は令和４年７月２日から
令和７年７月１日です。

北川委員（前列左から２番目）、森嶋委員（前列中央）

受賞者の紹介

南山城村担当

●委員氏名　森嶋　徹
●委 嘱 日　平成31年４月１日
●委嘱期間（６月１日現在）

　　　　　　３年２か月
●活動状況　�南山城村役場、やまなみホール、月

ヶ瀬ニュータウン集会所で定例相談
所を開設（各会場年２～３回ずつ）

笠置町担当

●委員氏名　北川　一美
●委 嘱 日　平成31年４月１日
●委嘱期間（６月１日現在）

　　　　　　３年２か月
●活動状況　�笠置産業振興会館（偶数月）および

笠置会館（奇数月）で定例相談所を
開設

右
：
有
田
香
津
子
さ
ん

左
：
城
南
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
よ
り

　
　
二
滝
久
功
さ
ん

右
：
田
中
正
嗣
さ
ん

左
： 

京
都
地
方
法
務
局
　
宇
治
支
局

　
　
今
西
局
長
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行 政 Adm i n i s t r a t i on

人事異動
令和4年7月１日付（　　）内は旧役職名

和束町������������������������
【異　動】 牛込　秀隆 国民健康保険診療所長

（国民健康保険診療所　副所長）

人権啓発パネル展をおこないます
　京都府では、毎年８月を「人権強調月間」と定め、期間中は府
下一斉に差別や人権問題に対する各種啓発活動をおこなっていま
す。
　和束町でも、人権強調月間に和束町役場１階住民ホールで、８
月２日（火）～31日（水）まで人権啓発パネル展をおこないま
す。さまざまな人権問題をマンガでわかりやすく説明しています。
　また、啓発物品の配布もおこなっておりますので、ぜひこの機
会にお立ち寄りください。

令和４年度 和束町職員募集案内
１．職種・受験資格および採用予定人数

職　種
受験資格 採用予定

人数年齢要件 資格要件

一般事務職 平成４年４月２日以降に生まれた人 高等学校卒業以上の学歴若しくは、同等の学力を有する人 若干名

土木技術職 昭和62年４月２日以降に生まれた人 高等学校卒業以上の学歴若しくは、同等の学力を有する人 若干名

＜注＞地方公務員法第16条（欠格条項）に該当する人は、受験できません。

２．試験実施日および内容
試　験 試験日 試験内容

第１次試験 ９月18日（日） 教養試験、適性検査、専門試験　※専門試験は土木技術職のみ

第２次試験 第１次試験合格者に通知します。 ≪一般事務職≫記述試験・グループ討議
≪土木技術職≫記述試験・グループ討議

第３次試験 第２次試験合格者に通知します。 個人面接

３．応募受付期間
　　�８月１日（月）～24日（水）（但し、閉庁日は除く）
　　午前８時30分～午後５時15分
　　�郵送の場合は封筒の表に「採用試験受験書類在中」
と朱書きし、必ず簡易書留で送付して下さい。

　　（８月24日（水）必着）
４．提出書類
　　◦�和束町職員採用試験申込書（和束町役場総務課に

あります）
　　◦�和束町職員採用試験エントリーシート（和束町役

場総務課にあります）
　　　　ホームページでもダウンロードができます。
　　　　http://www.town.wazuka.lｇ.jp/
　　◦�履歴書（市販のものに、最近６か月以内に撮影し

た写真を貼付）
　　◦�受験票返信用封筒
　　　（長３サイズ�120mm×235mmの封筒に返信宛名

　　　を記入し、404円分（簡易書留）の切手を貼付）
　　◦�その他　第３次試験合格者については後日最終学

校卒業証明書または卒業見込証明書を提出してい
ただきます。

５．採用予定日
　　≪一般事務職≫令和５年４月１日
　　≪土木技術職≫令和５年１月１日
６．給与
　　�和束町職員の給与に関する条例の規定に基づき支給
されます。

７．受付場所・応募についての問合せ先　　　
　　〒619-1295
　　京都府相楽郡和束町大字釜塚小字生水14番地の２
　　和束町役場総務課
　　　☎0774・78・3001（代表） 内線314

62022.8◦第197号 広報  



in
fo
rm

ation

おしらせ

※�
マ
ス
ク
着
用
の
う
え
、
検
温
を
済
ま
せ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

※�

以
下
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
後
の

状
況
に
応
じ
て
、
変
更
、
ま
た
は
中
止
さ
せ

て
い
た
だ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し

く
は
、
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
お
電

話
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 『
親
と
子
の
茶
道
教
室

�

～
ゆ
か
た
茶
会
～
』

日　
時　
8
月
6
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　
所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館

　
　
　
　

（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）
和
室

講　
師　
菅
瀬　

操
仙
さ
ん

対
象
者　

�

南
山
城
村
と
笠
置
町
に
在
住
の
小
中

学
生
と
そ
の
保
護
者

問
合
せ　
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

 『
健
康
体
操
教
室
』

日　
時　
8
月
25
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

場　
所　
つ
む
ぎ
て
ら
す　

ホ
ー
ル

講　
師　
西
垣　

喜
代
美
さ
ん

問
合
せ　
教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

講
座

心
と
カ
ラ
ダ
の
健
康
づ
く
り
事
業

�『
太
極
拳
教
室
』

日　
時　
9
月
5
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

場　
所　
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　
師　
古
西　

一
美
さ
ん

参
加
対
象　

�

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

人
（
高
校
生
不
可
）

定　
員　
先
着
7
人

申
込
期
間　

8
月
15
日
（
月
）
～
24
日
（
水
）

参
加
費
用　

1
0
0
円

準
備
物　

�

動
き
や
す
い
服
装
・
室
内
用
運
動
靴

・
タ
オ
ル
・
飲
み
物

問
合
せ　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

大
人
も
Wa
ku
Wor
k
体
験
事
業

�『
木
工
体
験
教
室
』

日　

時　

9
月
24
日
（
土
）　

　
　
　
　
　

午
前
9
時
～
正
午

場　

所　

笠
置
中
学
校

講　

師　

丸
山　

敏
夫
さ
ん

作　

品　

�

木
板
：
61
×
4
㎝　

1
枚

　
　
　
　
　
　
　

55
×
15
㎝　

2
枚

　
　
　
　

丸
棒
：
37
×
2.4
㎝　

1
本

　
　
　
　
　
　
　

を
使
っ
て
自
身
で
考
え
ま
す
。

　
　
　
　

（
例
）�

ラ
ッ
ク
や
本
立
て
な
ど
（
見

本
あ
り
）

参
加
対
象　

�

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

人
（
高
校
生
不
可
）

定　

員　

先
着
10
人

申
込
期
間　

�

8
月
22
日（
月
）～
9
月
2
日（
金
）

参
加
費
用　

約
2
0
0
0
円

持
ち
物　

�

軍
手
・
エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

服　

装　

汚
れ
て
も
い
い
服
装
・
運
動
靴

問
合
せ　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

普
通
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

日　
時　
8
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
～
正
午

場　
所　
相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
３
階

内　
容　

�

心
肺
蘇
生
法
、
異
物
除
去
法
、
止
血

法
お
よ
び
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
使
用
方
法
な
ど
（
人

工
呼
吸
は
説
明
の
み
）

対
象
者　

�

木
津
川
市
、
笠
置
町
、
和
束
町
お
よ

び
南
山
城
村
に
在
住
･
在
学
ま
た
は

勤
務
す
る
人
（
中
学
生
以
上
の
人
と

し
ま
す
）

募
集
人
員　

�

先
着
6
人

受
講
料　
無
料

申
込
期
間　

8
月
5
日
（
金
）
～
15
日
（
月
）

　
　
　
　
　

�
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

　
　
　
　
　

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

そ
の
他　
・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
た
め
、
定
員
を
縮
小

し
受
講
者
同
士
の
間
隔
を
広
く
設

募
集

け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

・�

受
講
者
は
マ
ス
ク
を
持
参
、
着
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

・�

当
日
、
検
温
等
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
お
こ
な
い
ま
す
が
、
感
冒
様
の

症
状
が
あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　
相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　

警
防
課
救
急
係

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
1
3
8
2

 『
第
50
回
木
津
川
を
美
し
く
す
る

作
品
展
』作
品
募
集

募
集
種
目
・
規
格

　

①
標
語
の
部　

�

河
川
美
化
を
主
題
と
し
た
も

の�

　

②
短
歌
の
部　

木
津
川
を
主
題
と
し
た
も
の

　

③�

俳
句
の
部　

木
津
川
を
主
題
と
し
た
も
の　

　

④
詩
の
部　
　

�

木
津
川
を
主
題
と
し
た
も
の

（
8
0
0
字
以
内
）

　

⑤
作
文
の
部　

�

木
津
川
お
よ
び
河
川
美
化
を

主
題
と
し
た
も
の
（
小
中
学

生
に
限
る
。
1
6
0
0
字
以

内
）

　

⑥
ポ
ス
タ
ー
の
部　

�

河
川
美
化
を
主
題
と
し
た
も

の
（
小
中
学
生
に
限
る
。
サ

イ
ズ
･
画
用
紙
四
つ
切
）

　

⑦
書
道
の
部　

�

木
津
川
を
美
し
く
す
る
、自

7 広報  　　　 2022.8◦第197号



in
forma

tio
nおしらせ

然
を
愛
す
る
気
持
ち
か
ら
想

起
さ
れ
る
主
題
と
し
た
も
の

（
小
中
学
生
に
限
る
。作
品

に
学
年
お
よ
び
氏
名
を
記
載

し
、用
紙
サ
イ
ズ
は
書
き
初

め
用
八
つ
切
縦
68
㎝
×
横
18
㎝

程
度
と
す
る
こ
と
。通
常
半

紙
の
作
品
は
不
可
。書
体
は

小
学
生
が
楷
書
、中
学
生
が

楷
書
ま
た
は
行
書
と
す
る
。）

受
付
期
限　

8
月
29
日
（
月
）
（
厳
守
）

　
　
　
　

�　

た
だ
し
、
木
津
川
市
お
よ
び
相
楽

郡
内
小
中
学
校
を
通
じ
て
応
募
す
る

児
童
生
徒
の
場
合
に
お
い
て
、
各
小

中
学
校
か
ら
各
市
町
村
支
部
事
務
局

へ
の
受
付
期
限
を
９
月
２
日
（
金
）

と
し
ま
す
。

提
出
先　

�　

住
所
地
ま
た
は
勤
務
先
の
所
在
す

る
木
津
川
を
美
し
く
す
る
会
各
市
町

村
支
部
事
務
局
。
た
だ
し
、
木
津
川

市
お
よ
び
相
楽
郡
内
小
中
学
校
の
児

童
生
徒
に
つ
い
て
は
各
学
校
。
ま
た
、

上
記
以
外
の
応
募
者
に
つ
い
て
は
本

部
事
務
局
。

応
募
方
法　

�　

必
ず
各
市
町
村
支
部
事
務
局
に
備

え
て
い
る
応
募
票
に
必
要
事
項
を
明

記
す
る
こ
と
。

応
募
資
格　

�　

原
則
と
し
て
木
津
川
市
お
よ
び
相

楽
郡
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
も

の
と
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
応
募

に
つ
い
て
も
受
け
付
け
ま
す
。
た
だ

し
、
作
品
展
の
審
査
員
お
よ
び
本
会

関
係
役
職
員
を
除
き
ま
す
。

作
品
の
返
還

　

 　
　
　

 　

応
募
作
品
は
原
則
と
し
て
返
還
し

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
ポ
ス
タ
ー
・
書

道
の
み
事
前
申
出
者
に
は
返
却
し
ま

す
。

そ
の
他　

�　

応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
、
１
人
１
種
目
２
点
以
内
（
厳

守
）
と
し
ま
す
。
ま
た
、
応
募
作
品

は
主
催
者
の
事
業
目
的
に
よ
り
、
作

品
展
示
、
印
刷
物
等
に
使
用
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
応
募
者

の
学
校
名
、
学
年
、
氏
名
を
冊
子
等

に
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

〒
6
1
9
―

0
2
1
4　

　
　
　
　

�

木
津
川
市
木
津
上
戸
18
―

1
（
京
都

府
山
城
広
域
振
興
局
木
津
地
域
総
務

防
災
課
内
）

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
0
5
1

　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
・
72
・
8
5
3
1

※�

以
下
の
各
種
相
談
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
権・行
政
相
談（
笠
置
町
）

日　
時　
8
月
16
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

相
談

場　
所　

�

産
業
振
興
会
館　

1
階
和
室

問
合
せ　
笠
置
町
人
権
啓
発
課
（
人
権
）�

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3・95・2
1
4
0（
直
通
）

　
　
　
　

笠
置
町
総
務
財
政
課
（
行
政
）

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3・95・2
3
0
1（
直
通
）

行
政
相
談（
和
束
町
）

日　
時　
8
月
2
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　
所　
和
束
町
役
場　

第
1
相
談
室

問
合
せ　
和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4・78・3
0
0
1（
直
通
）

人
権
相
談（
和
束
町
）

日　
時　
8
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　
所　

�

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

�

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4・78・3
4
8
8（
直
通
）

行
政・人
権・困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

日　
時　
8
月
22
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　
所　

�

役
場
会
議
室

問
合
せ　
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３・93・０
１
０
２（
直
通
）

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

日　
時　
8
月
22
日
（
月
）

　
　
　
　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
5
時

　
　
　
　

（
相
談
時
間
は
30
分
）

場　
所　

�

役
場
会
議
室

問
合
せ　
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　
☎
０
７
４
３・93・０
１
０
２（
直
通
）

※�

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
予
約
は
8
月
19
日
（
金
）
午
後
5
時
ま

で
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日

場
　
所

8
月
17
日（
水
）

つ
む
ぎ
て
ら
す

8
月
23
日（
火
）

飛
鳥
路
区
集
会
所

8
月
26
日（
金
）

笠
置
会
館

時　
間　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　
笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3・95・2
3
0
3（
直
通
）

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

場
　
所

8
月
19
日（
金
）

童
仙
房
公
民
館

8
月
26
日（
金
）

高
尾
公
民
館

時　
間　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　
南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

夏
は
公
共
交
通
で
、エ
コ
な
お
で
か
け

バ
ス
・
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー

取
組
内
容　

�

対
象
地
域
を
走
る
路
線
バ
ス
の
乗
車

そ
の
他

82022.8◦第197号 広報  



in
fo
rm

ation

おしらせ

賃
が
大
人
１
人
に
つ
き
同
伴
の
小
学

生
以
下
の
子
ど
も
２
人
ま
で
無
料

（
定
期
券
利
用
は
対
象
外
）

実
施
期
間　

�
７
月
21
日（
木
）～
８
月
31
日（
水
）

ま
で

利
用
方
法　

�

降
車
時
に
「
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
と

乗
務
員
に
伝
え
大
人
の
運
賃
を
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

対
象
路
線　

京
都
府
下
の
一
部
路
線

　
　
　
　

例
：�

奈
良
交
通
「
和
束
木
津
線
（
加

茂
～
和
束
町
小
杉
間
）
」

　
　
　
　
　
　

�

木
津
川
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

（
き
の
つ
バ
ス
、
か
も
バ
ス
当

尾
線
）

問
合
せ　
和
束
町
役
場
総
務
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1（
代
表
）

南
山
城
小
学
校
プ
ー
ル

一
般
開
放
中
止
に
つ
い
て

　

8
月
10
日
（
水
）
～
14
日
（
日
）
に
プ
ー
ル

一
般
開
放
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問
合
せ　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

お
盆
期
間
に
お
け
る
循
環
バ
ス

運
行
の
お
知
ら
せ
（
笠
置
町
）

　

8
月
15
日
（
月
）
は
、
土
日
祝
用
ダ
イ
ヤ
で

の
運
行
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ　

笠
置
町
商
工
観
光
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
2
7（
直
通
）

ひ
よ
こ
広
場（
南
山
城
村
）

対　
象　

�

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

開
催
曜
日　

月
曜
日
・
水
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

場　
所　

�

南
山
城
村

　
　
　
　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

機
能
訓
練
室

リ
ト
ミ
ッ
ク
開
催
日　
8
月
29
日
（
月
）

（
予
約
不
要
。
３
町
村
い
ず
れ
に
お
住
ま
い
の

人
も
参
加
可
能
で
す
。
）

問
合
せ　
南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

伊
賀・山
城
南・東
大
和
定
住
自
立
圏
事
業

救
急・健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

�

0
1
2
0
・
4
1
9
9
・
２
２

　

心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時
間
体
制

で
お
応
え
し
ま
す
。
通
話
・
相
談
は
無
料
で
す
。

◇�

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し

ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
お
名
前
と
年
齢

を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇�

ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村
に
お
住

ま
い
の
み
な
さ
ん
が
無
料
で
相
談
で
き
ま
す
。

◇�

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 川上ダムの「ダム湖名」を募集します
　三重県伊賀市で建設中の川上ダムは、令和４年度の完成に向けて現在試験湛水中であり、今後さらに水が溜
まり広大な「ダム湖」が誕生します。そこでこの新しい「ダム湖」が地域の皆様に親しまれ、長く愛されるよ
うな名称を募集します。
応募方法　�「ダム湖名称（フリガナ）」、「命名した理由」、「応募された方の氏名・住所・�

電話番号・メールアドレス」を記載し、①～③いずれかの方法でご応募ください。
　　　　　①下記の応募先まで、「はがき」、「FAX」、「メール」で送付。
　　　　　②WEBサイトにアクセスして、必要事項を入力。
　　　　　　https://forms.gle/cABeyN3SDHJ6nwSD8
　　　　　③応募用紙を各町村役場に設置してある専用ポストに投函。
応募期限　８月19日(金)
公　　表　令和４年12月（予定）に選考結果を川上ダムホームページなどで公表します。
応募先・問合せ　独立行政法人水資源機構川上ダム建設所「ダム湖名募集係」
　　　　　　　〒518-0294　三重県伊賀市阿保251　☎0595・52・1661　FAX0595・52・4085
　　　　　　　　 kawa-damko@wine.ocn.ne.jp
　　　　　　　　HP�https://www.water.go.jp/kansai/kawakami/ QＲコードからも

HPにアクセスできます。

応募フォーム

７月号掲載について【お詫びと訂正】
　れんけい７月号２ページ掲載の地域活性化起業人紹
介の記事について、題名の「地域活性化企業人」は誤
りで、正しくは「地域活性化起業人」でした。
　お詫びして訂正いたします。（笠置町）
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京都やましろ体験交流協議会	 〒619-1222�和束町白栖大狭間35（和束町活性化センター内）
	 ☎�0774・78・3396　 �info@chagenkyo.com　担当：湊・鍵岡・吉岡

農村宿泊体験（農泊）8月号

in
forma

tio
nおしらせ

　受入家庭のみなさん、こんにちは。
　先日は、ヒアリングへのご協力ありがとうございました。みなさんの受入に関する今の気持ちをお聞きし、関係
機関と協議した結果、今年度より農泊を再開することになりました。
　また随時、お声がけいたしますので、その際はよろしくお願いいたします。
　これからも、来られるみなさんに相楽での滞在を楽しんでいただけるよう、受入家庭のみなさんと共に、地域を
盛り上げていけたらと思っています。

ご寄付ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金」へ次のとおりご寄付をいただきました。
　　　　　　氏名：猿谷　祐介�様　　住所：京都府木津川市　　　寄付金額：20,000円

ペットボトル収集日
　　笠 置 町　毎月　第１　水曜日
　　和 束 町　毎月　第２　火曜日
　　南山城村　毎月　第４　月曜日

ごみの出し方に関する問合せ
　笠 置 町 税 住 民 課　☎0743・95・2302（直通）
　和束町農村振興課　☎0774・78・3008（直通）
　南山城村建設環境課　☎0743・93・0106（直通）

袋などに入れずにペット
ボトル専用収集袋にその
まま入れてください。

ペットボトルの出し方
ペットボトル
　出せるもの（一例）
�　　ジュースのペットボトル・しょうゆのペットボトル
　出せないもの（一例）
　　�ソースや食用油の容器、塩化ビニールで作られた容器等、ペ

ットボトルマークのついていないものは、プラスチック製容
器包装に出してください。

出す時の注意
◎�出すときは袋などに入れずステーションに設置してあるペット
ボトル専用袋に入れてください。

◎�PETのマークが付いているものを出してください。
◎�中身を全部取り除き水洗いしてください。
◎�キャップとラベルは外してプラスチック製容器包装として出し
てください。

◎�たばこの吸殻や灰を入れたペットボトルは出さないでください。
◎�処理方法の関係上、ペットボトルはつぶさずに出してください。

　和束町・笠置町・南山城村の３町村協働で組織した京都やましろ体験交流協
議会では、子どもたちや海外のみなさんと農村のありのままの生活を共に送る
農泊事業を進めています。
　子どもたちと一緒にごはんを作り、お茶を急須で淹れて飲み、話し、家族の
ように過ごしていただきます。年々、海外からの問い合わせも多くなってきま
す。田舎にいながら、いろんな国のみなさんと交流でき、お子さんやお孫さん
の英語教育のために、と受入していただくご家庭もあります。

　少しでも受入にご興味をお持ちいただいた、和束町・笠置町・南山城村のみなさま！
　事務局が全力でサポートいたします。事務局までお気軽にご連絡ください。

新規新規
受入家庭受入家庭
大募集!大募集!

102022.8◦第197号 広報  



消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
ま
た
は
来
所
）

�

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。�

�

※
「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　
月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

住　
所　

�

木
津
川
市
木
津
上
戸
15�

相
楽
会
館
１
階�

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣

　
　
　
　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

　

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）
は
電
話
の
み

　
　
　
　
　
☎
0
7
5
・
8
1
1
・
9
0
0
2

★�Pick�UP�★
「�夢をかなえるゾウ�０�ガネー
シャと夢を食べるバク」
水野�敏也�／�著
　「「夢」がないやて？ほな「夢
の見つけ方」教えたろか」主人公
を「宇宙一の偉人に育てる」とガ
ネーシャは宣言したが、そもそも
彼にはかなえたい夢がなくて…。
ガネーシャの生い立ちも明かされ
る、夢ゾウシリーズの原点。

図書室の連絡先
　笠置町図書室� ☎0743・95・2726
　和束町体験交流センター図書室� ☎0774・78・4013
　南山城村図書室� ☎0743・93・0522

　
こ
れ
ま
で
未
成
年
者
取
消
し
に
よ
っ
て
取
消
し
が
可
能
だ
っ
た
18
歳
か
ら
19
歳
が

成
年
と
な
る
こ
と
で
、
契
約
の
取
消
し
が
で
き
な
く
な
る
た
め
、
契
約
ト
ラ
ブ
ル
が

増
加
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
悪
質
業
者
は
成
年
に
な
っ
て
間
も
な
い
新
成
人
を

を
狙
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
成
年
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
新
成
人
は
よ
り

一
層
の
注
意
が
必
要
で
す
。
契
約
を
安
易
に
考
え
ず
、
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。
今
回
は
お
試
し
購
入
・
美
容
医
療
・
賃
貸
借
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
で
す
。

・�

お
試
し
購
入
ト
ラ
ブ
ル
（
1
回
だ
け
の
購
入
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
実
際
は
定
期

購
入
契
約
に
な
っ
て
い
た
）
→
◎
商
品
を
購
入
す
る
前
に
申
込
最
終
確
認
画
面
で

「
定
期
購
入
期
間
」
「
支
払
総
額
」
な
ど
も
確
認
す
る
◎
契
約
内
容
な
ど
を
確
認

で
き
る
よ
う
、
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
な
ど
で
記
録
す
る

・�

美
容
医
療
サ
ー
ビ
ス
ト
ラ
ブ
ル
（
10
万
円
全
身
脱
毛
の
広
告
を
見
た
が
、
実
際
は

70
万
円
の
高
額
コ
ー
ス
を
勧
め
ら
れ
た
）
→
◎
そ
の
場
で
契
約
・
施
術
を
し
な
い

よ
う
に
す
る
◎
広
告
に
は
N
G
表
現
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
く
◎
施
術
前
に
リ

ス
ク
や
副
作
用
の
確
認
を
す
る
◎
お
金
が
な
い
な
ら
契
約
し
な
い

・�

賃
貸
借
ト
ラ
ブ
ル
（
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
を
退
去
し
た
後
、
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

費
用
な
ど
を
含
む
高
額
な
原
状
回
復
費
用
を
請
求
さ
れ
た
）
→
◎
契
約
時
：
契
約

書
の
記
載
内
容
や
賃
貸
物
件
の
現
状
を
よ
く
確
認
す
る
。
入
居
中
：
入
居
中
の
ト

ラ
ブ
ル
は
貸
主
側
に
す
ぐ
相
談
す
る
。
退
去
時
：
精
算
内
容
を
よ
く
確
認
し
、
納

得
で
き
な
い
点
は
貸
主
側
に
説
明
を
求
め
る

　

�（
※
国
土
交
通
省
が
定
め
て
い
る「
原
状
回
復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」を
参
考
に
貸
主
側
に
説
明
を
求
め
、費
用
負
担
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
）

　

�　
18
歳
に
な
る
と
一
人
で
契
約
で
き
る
反
面
、
原
則
と
し
て
一
方
的
に
や
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

�　
不
安
に
思
っ
た
り
、
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
た
場
合
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

町村別 種　類 タ�イ�ト�ル 著�者�名

笠　　置

一般書
夢をかなえるゾウ　０ 水野�敏也
競争の番人 新川�帆立
まっとうな人生 絲山�秋子

児童書
みんなのためいき図鑑 村上�しいこ
捨てないパン屋の挑戦 井出�留美
みらいのえんそく ジョン・ヘア

和　　束

一般書
マイクロスパイ・アンサンブル 伊坂�幸太郎
怪談まみれ 深津�さくら
今日は、これをしました 群�ようこ

児童書
さかなくん しおたに�まみこ
うみでなんでやねん あおき�ひろえ
パパのかえりがおそいわけ キム�ヨンジン

南山城村

一般書

もう別れてもいいですか 垣谷�美雨
青嵐の庭にすわる�
「日日是好日」物語 森下�典子

まいにち食薬養生帖 井澤�由美子

児童書
二番目の悪者 庄野�ナホコ
ゆきちゃんは、ぼくのともだち! 武田�美穂
セカイを科学せよ! 安田�夏菜

☆３町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

成
年
年
齢
引
き
下
げ
で
気
を
付
け
る
こ
と
は
？

～
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル（
お
試
し
購
入
・
美
容
医
療
・
賃
貸
借
）～�

№3

和束町体験交流センター図書室から 南山城村
図書室から☆『おはなしのじかん』のご案内

　幼児・小学生向けに絵本などの読み聞かせをおこないます。申込不要。どなたでも
ご参加いただけます。
　日　時　８月28日（日）午前10時30分～　 場　所　和束町体験交流センター ホール

☆臨時休室のお知らせ
　８月13日（土）は
　お休みします。

☆読書感想文全国コンクール課題図書について
　 　各図書室にて読書感想文全国コンクールの課題図書の貸出をしています。お近くの図書室にお探しの本がない

場合は、カウンターでリクエストしてください。
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〒
619-1205�京

都
府
相
楽
郡
和
束
町
大
字
中
小
字
平
田
23番

地
の
1

☎
0774・

78・
0120　

FAX
0774・

78・
0121

人口・世帯数
（令和４年７月１日現在）3町村人口

和 束 町

〒619-1295�京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14番地の2

☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

https://www.town.wazuka.lg.jp/

人　口� 3,631人　
世帯数� 1,697世帯

（減8）
（減2）

笠 置 町

〒619-1303�京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90番地の1

☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

https://www.town.kasagi.lg.jp/

人　口� 1,176人　
世帯数� � �602世帯

（減5）
（減1）

南 山 城 村

〒619-1411�京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14番地1

☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

https://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人　口� 2,526人　
世帯数� 1,209世帯

（減8）
（増1）

運行日：月・水・金・土
（祝日運行・12月29日～1月3日は運休）

運　賃：最大300円

◦月ヶ瀬口駅発
　8：15 / 10：15 / 13：40 / 15：40
◦加茂駅発
　9：15 / 11：15 / 14：40 / 16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ
☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務財政課
☎0743・93・0102 運行状況確認

QRコード

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中

　７月７日（木）、笠置町・和束町・南
山城村の保育園（所）では「たなばた
会」がおこなわれました。子どもたちは、
紙芝居や歌をうたったり、笹飾りに短冊
を飾り付けながら「願いごとが叶います
ように」と目を輝かせながら楽しそうに
過ごしました。

笠置町・和束町・南山城村保育園（所）

「たなばた会」
笠
置
保
育
所

和
束
保
育
園

南
山
城
保
育
園


